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１ 令和３年度の現状 

  今年度北北海道大会は深川地区小連、南北海道大会は函館地区小連で開催される。それぞれの

大会で派遣予定の審判員の地区は以下の通りである。（３月１５日現在） 

◯北北海道大会 

 ・旭川３名 ・根室２名 ・名寄１名 ・帯広２名 ・札幌１名 ・日高１名 計１０名 

◯南北海道大会 

 ・帯広２名 ・小樽１名 ・札幌１名  計４名 

 

２ 必要審判員数について 

  混合の部が開催されるようになり、初日の必要コート数は４〜５面、二日目は２〜３面となっ  

 ているため、記録員を除く必要審判員数は、初日１６〜２０名、二日目は８〜１２名となる。 

  現在、北海道協会審判委員会による派遣審判員数は最大１２名となっているため、不足分は開  

 催地区で審判員を確保する必要があり、開催地区の負担の原因となっている。 

  これを軽減するために、以下の方法を提案する。 

 

３ 地区小連派遣審判員制度 

 上記の必要審判員数を見ると、初日に必要審判員が多いことから以下の方法が考えられる。 

 ◯北北海道大会 

  深川、旭川、富良野、帯広、名寄、釧路、留萌、稚内、オホーツク、根室のうち、開催地区と 

 派遣審判員の所属地区を除いた「富良野、釧路、留萌、稚内、オホーツク」から地区小連派遣審

判員を出してもらう。 

  そうすると初日は１０名＋５名＝１５名が派遣となり、残り５名程度を地元で確保してもらう。 

 ◯南北海道大会 

  札幌、苫小牧、室蘭、岩見沢、小樽、後志、函館、石狩、日高のうち、開催地区と派遣審判員

の所属地区を除いた「苫小牧、室蘭、岩見沢、後志、石狩、日高」から地区小連派遣審判員を出

してもらう。 

  そうすると初日は４名＋６名＝１０名が派遣となり、残り１０名程度を地元で確保してもらう。 

   

地区小連派遣審判員は①日 B 級以上②参加は初日のみ③交通費は派遣地区小連負担、宿泊が

必要な場合は開催地区小連負担とする。 


